
自己評価（前年度） 

※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて 

自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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長い期間をかけて一つの素材とじっくり向き合うことで、その中での変化や違いなど、様々な発

見につながった。 

環境面も工夫し、こどもたちの発達や興味に合った仕掛けづくりを意識してきた。 

地域との関わりは少しずつ増えてはいるが、地域における子育て支援の役割としてもっとできる

ことを考えていきたい。 

職員の質の向上については、引き続き研修などを通して学んだことを共有し、質の向上へつなげ

ていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

項  目 内     容 

こども・高齢者・障

碍者との「信任」の

構築 

保育の内容や思いを保護者に発表する機会を設ける（年２回） 

地域との信頼の構築 地域へ発信し、見える化を充実させていく（年 2 回） 

 

職員・職員の家族と

の「信頼」の構築 

セクハラ・パワハラのない職場環境づくりのための園内研修を行う 

                         （年２回） 

 


